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小さい時に、卵がダメだった。自分が小麦アレルギーでお母さんが大変そうだった。カニ

は好きだけどアレルギーがあって、でもこれくらいの量なら、、。そんな経験を持つ人は

少なくはない。食物アレルギーは食品抗原が引き起こすアレルギー反応であり、小さな

子供に特に多く発症する。下痢や嘔吐などの症状以外に、重篤になるとショックを起こ

して救急車で運ばれたり、不幸にも死に至るケースもある。 

 

そんな身近で恐ろしい食物アレルギーではあるが、その診断方法や治療方法の開発

は遅れている。「小さな子供が食べたいものを安心して食べれるように」そんな願いから

我々は、炎症制御にかかわる脂質メディエーターの産生量を、質量分析装置を用いて

網羅的に解析することで、食物アレルギーの診断方法の確立や、発症メカニズムの解

明、そして治療方法の確立を目指して研究を進めている。 

 

本セミナーでは、食物アレルギーを含むアレルギー疾患に関する一般的な情報から、

我々がこれまでに得ている研究成果、今後の展望について紹介したい。 
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日時： 6月 28日（火） 17:30 ～ 19:00 

場所： 臨床講義棟 小講義室 

 

上記のとおり、東京大学大学院農学生命科学研究科・村田幸久先生によるセミナーを開催い

たします。質量分析装置を用いた食物アレルギーの診断法と治療法についての最新の知見を

ご紹介いただきます。本セミナーは大学院講義の一環ではありますが、本学の教職員、医師、

学生をはじめ、学外の方も自由に聴講できます。ふるってご参加ください。 


